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市政だより

昭和54年 3月1日比862

人口の動き

2月 1日現在 前月比

人口計 6 4，4 7 1 十 68

男 31，0 6 1 十 32
女 33，4 1 0 + 36 

世 帯 数 1 7，8 5 8 + 9 

11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川l川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川11川11川11川I~川川!日川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川111111川川11川1111川1111川川|川川11川1111川川11川川11川1111川川11川11川山11川11川11川川11川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川1111川川lリ川川11川川11川川11川川11川1111川11川111111川川11川川11川川11川川11川川11川111川11川Ii川川!日川川|川|リ11川11川川11川1111川川|川川11川川11川川|川111川川11川川11川川11川111川川11川川|川111111川111111川111111111111川1111111111111川山11川11111111川|リ11川川|リ川11川川Ir川川H川111川|け川川tl川川川1111川|川11川111川11川11111川川11川川11川111川川111111町附り引別lリ1111111111山1111川111111111川11 l 

熱汗飛ばし
大村市消防団冬期特別訓練剣道大会が2月16日、市

民体育館に15分団25チームが参加して聞かれました。

団服に防具をつけた団員の皆さんは、日頃の訓練の

「団対抗の | 

剣道大会」

成果を見せようと皆さんハッスノレ、 、メージ、ドー、

コテ、と好勝負が相ついで見られました。

成績は、優勝が第 5分団Aチーム、準優勝が第3分

団Aチーム、 3位が第14分団Bチームでした。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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持場で生かせそれぞれの

，b 用の火
16件

S件

5件

春

の

全

国

火

う
ら
ら
か
な
春
日
和
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
の
お
乙
り
や
す
い
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
二
月
二
十
八
日

t
三
月

十
三
日
ま
で
「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま火に
す災、火
。予次災
防のか
に乙ら
ごとく
協'がら
力らし
をにを
お注守
願意る
いし fこ
し、め

O
空
地
、
荒
地
に
繁
茂
し
て
い
る

枯
草
な
ど
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
や
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

所
有
者
や
管
理
し
て
い
る
人
は

す
み
や
か
に
枯
草
な
ど
を
刈
り

取
り
、
火

災
予
防
に

ど
協
力
下

大
』
い
。

O
山
登
り
や

ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
で

火
を
使
用

す
る
場
合

は
、
周
囲

に
燃
え
移

ら
な
い
よ

322件

156件

81件

女昭和53年の女

火災発生件数 日件

く主な原因>

1. たき火の飛火

2. たばこの不始末

3. 子供の火遊び

救急発生件数 701件

く主な原因〉

急病

交通事故

一般負傷

※ 

'
E

司

4

内

a

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う 女火災救急統計から女

災

予

防

う
注
意
し
使
用
後
は
完
全
に
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

O
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
子
供
の

火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
供
の
火
遊
び
を
み
つ

け
た
ら
進
ん
で
注
意
し
ま
し
ょ

・っ。
O
一
人
暮
し
の
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
に
は
、
あ
た
た

か
い
気
持
で
火
事
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
見
守
っ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

O
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
屋

外
に
設
置
し
、
日
よ
け
や
転
倒 運

動

実

施

中

防
止
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

・つ。ま
た
、
ガ
ス
も
れ
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
台
所
な
ど
に
は

「
ガ
ス
も
れ
警
報
器
」
を
備
え

古4
1

レょ・っ。

O
町
内
会
、
婦
人
会
な
ど
で
、
防

火
に
つ
い
て
学
習
な
ど
さ
れ
る

時
は
、
消
防
署
へ
ど
連
絡
下
さ

い
。
映
画
な
ど
を
含
め
た
「
防

火
座
談
会
」
を
聞
き
ま
す
。

(
大
村
消
防
署
)

f 
r 

レミ O

0

0

0

0

0

0

0

 

た

ず

ら

は

や

め

て

H
H
火
災
報
知
機
は
大
切
に

1

最
近
、
ア
ー
ケ
ー
ド
や
大
き
な

建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
火
災

報
知
機
」
な
ど
が
、
い
た
ず
ら
さ

れ
、
鳴
り
出
し
た
り
壊
さ
れ
て
関

係
者
や
付
近
の
人
は
も
と
よ
り
消

防
署
も
困
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
ら
の
消
防
用
設
備
な
ど
は

「
い
ざ
火
事
ノ
」
と
い
う
時
に
使

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

用
さ
れ
る
べ
き
大
切
な
設
備
で
す

の
で
、
い
た
ず
ら
し
な
い
よ
う
に

7

レ
古
?
し
ょ
，
っ
。

な
お
、
い
た
ず
ら
で
と
れ
ら
の

設
備
を
使
用
ま
た
は
破
壊
す
る
と

消
防
法
な
ど
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

一
む
か
し
町
火
消
し
、
い
ま
消
防
団
一

一

l
3月
7
日
は
消
防
記
念
日

U

一

一
火
災
は
、
ァ
ッ
と
い
う
聞
に
組
織
化
へ
の
第
一
歩
で
し
た
。
一

一
私
だ
ち
の
生
活
の
場
を
焼
き
つ
そ
の
後
、
乙
の
「
底
火
消
し
」
一

一
く
し
、
最
悪
の
場
合
に
は
、
尊
が
も
と
に
な
っ
て

享
保
三
年
一

一
い
命
ま
で
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
(
一
七
一
八
)
に
町
火
消
し
が
一

一
さ
て
、
そ
の
火
災
が
不
幸
に
で
き
、
翌
年
に
、
い
ろ
は
四
十
一

一
も
発
生
し
た
と
き
、
常
備
の
消
八
組
が
編
成
さ
れ
、
本
格
的
な
一

一
防
隊
と
と
も
に
消
化
に
大
活
躍
町
火
消
し
制
度
が
発
足
し
ま
し
一

一

す

る

の

が

、

わ

れ

ら

が

町

の

消

た

。

一

一

防

団

で

す

。

そ

の

あ

と

、

百

五

十

年

続

い

一

一
消
防
団
と
い
う
と
、
そ
の
前
た
乙
の
町
火
消
し
も
、
明
治
維
一

一
身
で
あ
る
江
戸
時
代
の
町
火
消
新
を
境
と
し
て
消
防
組
(
明
治
一

一
し
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
こ
の
五
年
)
↓
警
防
団
(
昭
和
十
四
一

一
町
火
消
し
誕
生
ま
で
の
い
き
さ
年
)
↓
消
防
団
(
昭
和
二
十
二
一

一
つ
は
と
い
う
と
|
|
|
。
年
)
と
改
組
さ
れ
、
昭
和
二
十
一

一
江
戸
時
代
の
儒
者
、
荻
生
但
三
年
に
は
、
消
防
組
織
法
が
施
一

一
僚
が
江
戸
の
町
を
火
災
か
ら
守
行
さ
れ
て
、
現
在
の
消
防
団
へ
一

一
る
た
め
、

八
代
将
軍
吉
宗
(
一
と
移
り
変
っ
て
き
ま
し
た
。
一

一
六
八
四

t
一
七
四
五
年
)
に
町
乙
の
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
一

一
組
織
の
火
消
し
組
を
設
け
る
べ
れ
た
三
月
七
日
を
記
念
し
て
定
一

ナ
さ
だ
と
進
一
一
一一
口
し
ま
し
た
。
そ
の
め
ら
れ
た
の
が
、
消
防
記
念
日
一

一
結
果
で
き
た
「
底
火
消
し

」

が

で

す

。

一

一

、b
-

江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
町
火
一

一

。

?

い

三

消
し
の
伝
統
|
わ
が
町
は
自
一

一

V¥均
一
多
許
日
、
し
べ

分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う
精
一

一

骨

三

I
J

コ~

L

神
が
、
二
百
年
以
上
た
っ
た
今
一

a

V
い

¥

7ト
i
七
、

-
1

一

バ
芯
乍
)
ト」
J
i
u--」
)

も
、
な
お
生
き
つ
づ
け
て
い
る
一

一

¥(
¥

L

¥

し

/

の

で

す

。

一

一
コ¥

L

、」」

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

市
制
施
行
記
念
式
行
わ
れ
る

誕

生

し

て

37 

年

功

労

者

心
で
す

を

表

彰

市
制
三
十
七
周
年
記
念
式
典
が

一
一月
十
日
、
市
役
所
第
一
会
議
室

で
行
わ
れ
、
市
政
功
労
者
と
永
年

勤
続
職
員
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

〔
市
政
功
労
者
〕

(
市
議
会
議
員
七
期
)

小
川
大
基

(
市
議
会
議
員
七
期
)

井
石
ト
キ

(
市
議
会
議
員
七
期
)

大
川
内
甚
一

(
市
議
会
議
員
五
期
)

川
崎
卓
一

敬
称
略

永
尾
五
平

(
市
議

会
議
員

四
期
)

中
顕
正
隆(市

議

会
議
員

三
期
)

南
野
鹿
松(

市
議

会
議
員

三
期
)

渡
辺
健
次(

市
議

会
議
員

三
期
)

林
田
安
彦

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

(市
議
会
議
員
三
期
)

中

村

親(
市
議
会
議
員
三
期
)

戸
島
英
二

(市
議
会
議
員
三
期
)

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
蜘

(
一
般
多
額
寄
付
)

田
中
亀
太
郎

(
社
会
福
祉
の
た
め
多
額
寄

付
)

橋
本
福
松

(
消
防
団
分
団
長
)

渡
海

博
(
消
防
団
分
団
長
)

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

生
活
困
難
な
世
帯
に
対
し
、
生
活

再
建
に
必
要
な
資
金
(
福
祉
資
金
)

の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
金
を
必
要
と
す
る
人
は
、
協

議
会
事
務
局
ま
た
は
地
区
の
民
生

委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

貸
付
対
象
市
内
に
居
住
す
る
生

活
が
困
難
な
世
帯

貸
付
限
度
額
七
万
円
(
特
に
必

要
が
あ
る
場
合
は
十
万
円
)

大
塚
幸
人

(消
防
団
分
団
長
)

梶
山
ミ
ス
ヱ

(社
会
教
育
振
興
の
た
め
多

額
寄
付
)

(故
)福
田
守
男

(
前
公
平
委
員
会
委
員
長
)

大
村
野
上
株
式
会
社

(
心
身
障
害
者
の
社
会
復
帰
)

宮
永
嘉
月

(
勤
労
青
少
年
福
祉
員
)

鈴
田
老
人
ク
ラ
ブ
・
第
一
親
老
会

(
環
境
美
化
)

建

に

資
金
の
ご
利
用
を

償
還
期
限

・
五
万
円
以
下
の
場
合
:
:
:
据
置

期
間
経
過
後
二
十
五
カ
月
以
内

.
五
万
円

t
十
万
円
の
場
合
:
・

据
置
期
間
経
過
後
三
十
五
カ
月

以
内

・
七
万
円

l
十
万
円
の
場
合
:
:
:

据
置
期
間
経
過
後
三
十
六
カ
月

以
内

据
置
期
間

以
内

貸
付
白
か
ら
三
カ
月

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

貸
付
利
率
無
利
子

償
還
方
法
月
賦
を
原
則
と
す
る

(
や
む
を
得
な
い
場
合
は
半
年

賦
ま
た
は
年
賦
)

ご O

存 O

じO

で O

貸
付
申
請
先
地
区
の
民
生
委
員

さ
ん
を
経
由
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
(
西
三
城
町
、
福
祉
セ
シ

タ

1
内
、
富
④
t

一
三
六
五
)
へ

。。
す
か

就

学

援

助

制

度

小
・
中
学
校
に
在
学
中
、
ま
た

は
新
し
く
入
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
で
、
経
済
的
理
由
か
ら

義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
乙
と
が

お
困
り
の
方
に
、
そ
の
事
情
が
好

転
す
る
ま
で
の
問
、
就
学
に
必
要

な
学
用
品
、
給
食
費
な
ど
を
援
助

す
る
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
関
係
者
の
意
見

を
聞
い
た
う
え
、
就
学
援
助
対
象

者
と
し
て
認
定
し
援
助
を
行
う
も

の
で
す
。

こ
の
制
度
の
援
助
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
ど
遠
慮
な
く
学
校
ま
た

は
市
教
育
委
員
会
庶
務
課
ま
で
お

申
し
出
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ

一

会

計

課

か

ら

お

願

い

一

一

口

座

振

替

を

ご

利

用

下

さ

い

一

一
市
に
物
品
な
ど
を
納
め
ら
れ
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
一

一
た
場
合
、
そ
の
代
金
に
つ
い
て
は
会
計
課
で
所
要
の
手
続
き
を
一

~
は
、
窓
口
で
支
払
っ
て
い
ま
し
と
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
一

一

た

が

、

現

在

口

座

振

替

も

で

き

す

。

一

一

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

…
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交通事故の補償は市民の総力で・.. 

!市民交通傷害保険受付中(

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
救

済
は
市
民
の
総
力
で
・
・
・
・
・
・
と
い
う

み
ん
な
の
願
い
が
、
乙
の
市
民
交

通
傷
害
保
険
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た

従
来
、

掛
金
は
一
人
一
口
八
四

百
八
十
円
)
が
限
度
で
し
た
が
、

五
十
四
年
度
か
ら
二
口
ま
で
加
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

掛
金
が
安
く
、
手
続
き
も
簡
単

な
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し

※ 

不
慮
の
事
故
に
備
え
ま
し

ょ，っ。

2口まで加入できるようになりました

な
お
、
皆
さ
ん
が
現
在

加
入
し
て
い
る
市
民
交
通

傷
害
保
険
の
有
効
期
限
は

三
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
忘
れ
ず
に
切
換
え
手

続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
申
込
方
法

申
込
用
紙
は
、
町
内
会

を
通
じ
て
各
家
庭
へ
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
町
内

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場

合
は
町
内
会
長
さ
ん
へ
、

個
人
で
申
込
ま
れ
る
場
合

は
生
活
環
境
課
ま
た
は
各

出
張
所
で
お
申
込
み
下
さ

②
加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

③
申
込
開
始
日

二
月
二
十
日
か
ら
行
っ
て
い
ま

す。④
掛
金

一
口
四
百
八
十
円
、
一
人
二
口

ま
せ
加
入
で
き
ま
す
。
な
お
、
五

月
以
降
の
中
途
申
込
み
は
、
一
口

の
場
合
月
割
四
十
円
で
す
。

⑤
保
険
金

五
千
円

t
最
高
八
十
万
円
ま
で

で
、
二
口
加
入
し
て
い
る
場
合
は

そ
の
倍
額
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま

す。⑥
保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
場
合

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

リ
ヤ
カ
ー
・

汽
車

・
電
車
・
パ
ス

飲

酒

運

転

追

放

ス

ロ

ガ

大
村
市
交
通
安
全
協
会
で
は
、

市
・
大
村
警
察
署
の
後
援
の
も
と

に、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
飲

酒
運
転
追
放
の
広
報
用
と
し
て
交

通
安
全
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
が

五
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔敬
称
略
〕

一
位
(
市
長
賞
)

酒
の
ん
で

キ
l
持
つ
そ
の
手

カt

事
故
招
く

峰
松
勝
己

健

康

宏

時

に

愛

の

献

血

を

グ

3
月
は
何
回

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
あ
っ

た
場
合
、
ま
た
歩
い
て
い
て
、
こ

れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し

た
事
故
の
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
故

(
自
損
行
為
を
含
む
)
に
対
し
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

航
空
機
、
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課

へ

ン
決
ま
る

ニ
位
(
警
察
署
長
賞
)

家
族
の
幸
福
考
え
て

飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い

強
い
意
志

中
村
哲
也

三
位
(
交
通
安
全
協
会
長
賞
)

飲
酒
運
転

乗
っ
て
泣
く
よ
り

乗
ら
ず
に
笑
え

村
井
善
明

佳
作

山
添
勝
義
、
中
山
一
二

一
ノ
瀬
泰
人
、
内
田

学

下
村

修
、
福
田
美
知
男

所

前

市

役
福
祉
セ
ン
タ
ー

fJ3-一、
-3
-コ-
t
f'
t
f
J
'，一~』、
J
t-t
f't
zf
J三
、
ご'z
t
J
-t
r
'ごも
〉

一ee-
-
‘

-etJ

小

明

る

い

選

挙

~

J
 

~

啓

発

習

字

コ

ン

ク

ー

ル

入

選

者

ん

川
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

田
崎
栄
二
日
松
小
〔
入
選
〕
へ

、
に
、
大
村
市
明
る
い
選
挙
習
字

窪
田
裕
美
、
中
村
景
成
、
林
J

い
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
た
つ
ろ
う
H
大
小
、
坂
本
久

γ

ん
ま
し
た
が
、
小
・
中
学
生
あ
わ
子
H
三
城
小
、
山
口
智
子
U
ヤ

J

せ
て
千
四
百
二
十
五
点
の
応
募

西
小
、
石
川
展
子、

渡
辺
由

、

~
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
の
結
果

紀
H
中
央
小、

吉
村
美
穂
H

V

一
次
の
人
た
ち
が
入
選
さ

れ

ま

し

放

小

A

一

た

。

小

学

校

四

年

生

の

部

「

国
民
」
~

ゲ
小
学
校
一
年
生
の
部
「
正
」
〔
特
選
〕

尾
木
美
津
子
H
大
小
い

九
〔
特
選
〕
ま
つ
も
と
み
さ
H
大
〔
入
選
〕
宮
園
尚
美

H
大
小
、

r

~

小

〔

入

選

〕

中

村

じ

ゅ

ん

じ

吉

岡

秀
二
郎
、
中
島
由
貴

H
小

い
出
口
け
い
こ
、
佐
田
か
よ
子
西
小
、

笹
田
美
穂
、
平
田
恵
~

ん
H
大
小
、

池
田
リ
エ
H
一
一
一
城

森
田
和
美
H
中
央
小
、
野
中
九

恥

小

、

む

ら
し
ま
な
お
こ
H
西

智
恵
子
H
放
小
、
山
岡
由
美

~

川

小

、

い

ざ
わ
れ
い
乙
H
放
小

福
嶋
昭
典
H
松
小

V
• 

}
っ
ち
ょ
せ
り
か
、
松
永
弘
之
小
学
校
五
年
生
の
部
「
責
任
」
ム

~
H
竹
小
、
福
田
典
子
H
松
小
〔
特
選
〕
浜
崎
恒
二

L
扇

小

~

一

小

学

校

二

年

生

の

部

「

明

」

上

田

真
樹
子
H
中
央
小

い

九
〔
特
選
〕
う
し
じ
ま
は
る
み
H

(
入
選
〕

岩
田
雅
子
、

馬
場
裕
中

、
竹
小
〔
入
選
〕

伊
藤
大
樹
日

子
H
大
小
、

大
石
ゆ
か
り
、
い

め
大
小
、

寺
坂
住
子、

笠

野

賢

坂

本
佳
子
、
山
田
勝
基
H
三
叫

ん

て

中

村

幸
治、

松
本
よ
し

城
小、

笹
浦
香
代
子
、
山
口
九

い
は
る
、
江
口
宏
子
H
西

小

、

ゆ

か

り

H
中
央
小、

辻
加
寿

~

~

森
田
悦
子、

吉
田
暁

H
中
央

美

U

鈴
小

J

一

小

、

正

岡
奈
穂
美
H
竹
小
小
学
校
六
年
生
の
部
「
投
票
」
(

• 

ん
小
学
校
三
年
生
の
部
「
自
由
」
〔
特
選
〕

紀
伊
康
信
H
大
小
、
~

一
〔
特
選
〕

浜
崎
晶
子
H
三
域
小

山

岡

智
美
H
松
小
〔
入
選
〕
ぜ

~

¥
 

日

時

I

U
時

日

時

1

日

時



りおおむ市政だより(5) 

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
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市

県

民

税

0

0

0

 

所

得

税

• 

丘三
日

は

3
月
日
日
ま

申

で

一-

................ 

も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か

市
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は

も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
は
、

三
月
十
五
日
ま
で
に
必
ず
申
告
し

て
下
さ
い
。

市
県
民
税
の
申

話
-ι・
'
告
用
紙
を
郵
送
し

弘
令
一
コ
圃
ま
し
た
。

ρ益
百

申

告
書
の
下
の

・
・
・
司
方
に
、

混
雑
を
避

け
る
た
め
申
告
指

明
る
い
選
挙
推
進
大
会
を
開
催
一

刊

日

(

土

)

一

パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
る
こ
と
に

な

り

ま

し

た

。

一

市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
ど
出
一

席

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

三

月

十

日

(

土

)

一

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

市
民
会
館

一

一
統
一
地
方
選
挙
を
迎
え
る
に

一
あ
た
り
、
大
村
市
明
る
い
選
挙

一
推
進
協
議
会
並
び
に
大
村
市
選

…
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

違
反
の

一
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す

.
る
た
め
、
明
る
い
選
挙
推
進
大

司
会
を
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
市
中

3 

月

日
時

場
所

定
日
と
会
場
を
記
入
し
て
い
ま
す

の
で
ど
協
力
下
さ
い
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

ま
た
、
お
手
許
に
申
告
書
が
届

い
て
い
な
い
人
は
、
市
税
務
課
か

各
出
張
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は、

市
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
税
な
ど
の
納
入
は

金
融
機
関
の
ご
利
用
を

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税、

国

民
年
金
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、

水
道
料
金
な
ど
の
納
入
に
つ
い
て

は
市
役
所
や
各
出
張
所
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、

次
の
金

融
機
関
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

〔
公
金
取
扱
金
融
機
関
〕

-
親
和
銀
行
大
村
支
居

-
親
和
銀
行
駅
前
支
庖

-
親
和
銀
行
竹
松
支
庖

-
十
八
銀
行
大
村
支
庖

-
十
八
銀
行
西
大
村
支
庖

-
大
村
市
農
業
協
同
組
合
お
よ
び

各
支
所

・
松
原
農
業
協
同
組
合

-
西
九
州
信
用
金
庫
大
村
支
居

-
西
九
州
信
用
金
庫
竹
松
支
庖

-
九
州
相
互
銀
行
大
村
支
居

-
長
崎
相
互
銀
行
大
村
支
居

-
諌
早
信
用
金
庫
西
大
村
支
庖

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

¥

冶

〈

~
村
山
千
加
子
H

大
小
、
白
地
〔
特
選
〕
原
田
か
つ
子
H

玖
中

円

い

み

ど

り
H
三
城
小
、
松
尾

尚

③

、
〔
入
選
〕
本
山
節
子
、

~

九

浩
、
日
吉
千
加
子
H

西

小

松

尾
ゆ
か
り
、
松
永
克
実
U
V

黒
木
尚
美
H

中
央
小
、
野
中

玖
中
①
、
森
園
知
子
日
西
中
J

伸
子
H
放
小
、
吉
田
圭
子
H

川

①
田
中
史
乃
、
田
中
克
佳
、
《

~
竹
小
、
江
川
紀
子
、
一
一
一
根
真

h

v

由
美
H

松

小

福

嶋
誠
子
日
郡
中
①
、
久
田

~

ム

中

学

生

の

部

光

代

目
西
中
②
、
山
口
由
美

い

~

一

年

「

参
政」

場
リ
郡
中
②
、
池
田
好
子
、
λ

)

二

年

「義
務
」

大

祥

一、

福
田
真
実
、
牛
島

~

九

三

年

「

権

利

」

由

美
子
H

玖
中
③

U

〉

J
t
，一--一、，一
'd

一、、、y
-F
二，、一-
-一ap
d
E

，pf
、，一
コ一
正、‘
-一'-
r
、一、~一
'B
r
，二J
、，
-1-
E
、-
-一二
，t
，も』一F，r
F，

P

‘、、E
--'F
-↑

お
祝
い
電
報
は
お
早
自
に

10 

目

前

か

ら

予

約

受

付

結
婚
、
卒
業
、
入
学
な
ど
の
お

祝
い
電
報
は
十
日
前
か
ら
予
約
受

付
け
を
し
て
い
ま
す
。

配
達
日
の
三
日
以
前
に
発
信
さ

れ
ま
す
と
、
ご
希
望
の
日
の
午
前

ま
た
は
午
後
に
配
達
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
料
金
も
百
五
十
円
安
く
な

り
お
得
で
す。

結
婚
シ

1
ズ
ジ
の
大
安
日
、
卒

業
式
、
入
学
式
な
ど
の
当
日
は
大

変
こ
み
合
い
ま
す
の
で
、

お
早
自

に
お
願
い
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
窓
口
ま
た
は
「

一
五
番
」
に
ど
う
ぞ
。

(
大
村
電
報
電
話
局
)

一

市

立

図

書

館

休

館

一

一

3
月

刊

日

i
お

日

一

一

市

立

図
書
館
で
は
、
ば
く
書

貸

出
し
中
の
図
書
は
お
返
し
ん

↑

(
蔵
書
の
整
理
、
点
検
、
ヵ
l

下

さ

い

。

一

一
ド
、
目
録
の
整
備
な
ど
を
行
う
)
期
間
三
月
十
五
日

t
二
十
五
一

~
の
た
め
次
の
期
間
休
館
し

ま

す

日

ま

で

一
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東が文化祭

文化活動の一端を広く市民の皆さんに観てもらおう

と、大村市青年団連絡協議会の文化祭が2月18日、市

民会館で公演、芸能・歌合戦などでにぎわいました。

青年団の皆さん役者ぞろいで、その演技に客席からも

拍手や笑いが飛び出し、好評のうちに終了しました。

年団

好演技に客席から拍手

三主
同

※ 

耳

と

言

葉

の

相

談

日

からと再利用ミヘ

大村市連合婦人会(小松初子会長)では、 3J周年記

念事業の一環として、 2月12日・ 13日の両日、 「資源

とエネルギーを大切に」をテーマに市民会館で生活展

を行いました。空ピンを利用した人形や親子三代で着

た着物などが展示され、使い捨てされる多くの「モノJ

の有効利用を考えようという有意義な生活展でした。

と使い捨てミ

市連合婦人会が生活展3
月
げ
日

(
土
)

南北

新しい園舎に大喜び

福重幼稚園〈秋葉政敏園長・園児43人)の圏舎が完

成、 2月17日に落成式がありました。

今までの園舎は、 31年に建てたものですが、古くな

りいたんでいたため、 2，093万円を投じて新築してい

たものです。

園児たちは、新しい園舎に大喜びです。

福重幼稚園

午
後
1
時

I
3時

福
祉
セ
ン
タ
ー

素晴しいプレーに歓声

小学生バレーボール大会

市内の小学5・6年生のバレーボール大会(主催・

大村市ノイレーボーノレ協会)が2月18日、市民体育館に

約 250人が参加して行われました。試合は素晴らしい

スバイク、サーブが続出、一生けん命のプレーが見ら

れました。優勝は 5年が福重小(男)と西小A(女)

6年が松原小A (男〉と西小A (女)でした。
西
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お
し
ら
せ

注
射
と
検
診

-1歳

6
カ
月
児
検
診

乙
の
頃
は
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を
卒

業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長
に

と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対

象

昭

和
五
十
二
年
八
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
六
月

か
ら
七
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
検

診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受

診
し
て
下
さ
い

りお おむ市政だより

一
行
政
相
談

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

-

日

時

三

月

八

日

午

前

九

…

時

三

十

分

t
正
午

一
登
記
相
談

一

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

l主竺j

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
こ
相
談
下
さ
い

(7) 

は

国

民

健

康

日
時
と
場
所

・
三
月
六
日

市
役
所
第
二
会
議
室

・
三
月
十
六
日

市
役
所
第
一
会
議
室

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-

妊

婦

教

室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
三
月
は
場
所
を

日
時
三
月
九
日
午
前
九
一

時
三
十
分

t
正

午

一

法
律
相
談

(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日
時
三
月
十
五
日

午

前

…

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
一 保

険

税

.-L... 
ノ、

期

変
え
て
行
い
ま
す。

時
間

午
後
一

時
三
十
分

t
四
時

場
所
中
地
灰
公
民
館

(中
央
町

バ
ス
停
下
車
)

妊婦教室日程

月日 | 内 容 1

3/7 1:はじめて母親となる心得 | 
(第1回)I :臨で2鰐A2Fマッサージの実習) I 
3/14 1 0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習

(第2回)1。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習)1 
|。産後の保健 | 

(繍)1:関守352T5Fのさせ方の実習) i 
13/30 10乳幼児の環境と性格 ! 
(第4回〉 。家庭の幸せのために(家族計画

-
3月
の
日
曜
・
祭
日

当
番
医
が
一
部
変
更

二
月
十
五
日
号
(
五
ペ
ー
ジ
)

で
三
月
の
日
曜
・

祭
日
当
番
医
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
十
一
日

・
内
科

沢
田
医
院

{
)
 

・
内
科
・
産
婦
人
科
桝
本
医
院

〈
大
川
田
町
・
雷
⑤

l
八
三

五
五
)

的
な
知
識
技
術
の
習
得
を
ね
'つい

と
す
る
講
習
会
を
聞
き
ま
す
け

日
時

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育、

栄
養
、
し
・
三
月
十
七
日
(
土
)
午
後

一
時

つ
け
の
面
で
、

相
談
に
応
じ
て
い

t
四
時
三
十
分
ま
で

ま

す

。

.

三

月

十

八
日
(
日
)
午
前
九
時

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

t
午
後
四
時
ま
で

で

か

け

下

さ

い

。

内

容

.
初
心
者
向
け
孔
版
文
字
学
習

.
孔
版
絵
画
学
習

・
以
上
の
実
演
実
習
印
刷

場
所

中
央
公
民
館

定
員
四
十
人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
)

受
講
料

無
料

(教
材
費
、
経
費

の一

部
受
講
生
負
担
)

講
師

尾
形
義
見
先
生

(
財
団
法

人
・

実
務
教
育
研
究
所
全
国
講

師
)

申

込

受

講
希
望
者
は
所
定
の
申

込
書

(中
央
公
民
館
に
あ
り
ま

す
)
に
よ
り
申
込
む
乙
と

電
話
で
は
受
付
け
ま
せ
ん

申
込
先
中
央
公
民
館

(市
民
体

育
館
ヨ
コ
)
雷
②
l
四一二一一一

分

の

納

期

月

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

程

日|時 間 1:場 所| 対 象

16 9:30--11:00!大村保健所生後3カ月までの乳児

121. ~: ~Q--!!: QQ 竹松出張所 乳 幼 児
13:00--15:00 

131 9:30-11:00 大村保健所生後4--6カ月の乳児

20 9:30~11:OO H 生後7カ月以上の乳児

13:30~15:00|福重出張 所 開と乳幼児

261 9: 30--11: 00ニ浦出張所 H 

日吾4之
副尺相庫健の月3 

講

ム
冨

習

圃
干し7

作版ご
品技
展術
示 講
会習

..6. 
ココZ

ガ
リ
パ
シ
で
美
し
い
文
字
や
絵

画
を
楽
し
む
乙
と
が
で
き
る
基
礎

で

す
園
厚
生
年
金

高
齢
者
福
祉
講
座

厚
生
年
金
受
給
者
及
び
高
齢
被

保
険
者
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す。当

日
は
一

般
高
齢
者
も
出
席
で

き
ま
す
。

な
お
、
併
せ
て
年
金
相
談
・
も
あ

り
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
下
さ
い

内
容

-
時
の
話
題

(
長
崎
新
聞
論
説
委
員
)

.
食
生
活
と
長
寿
法

(長
崎
県
予
防
課
)

.
年
金
相
談

(諌
早
社
会
保
険
事
務
所
)

日

時

三

月
十
三
日

午
後
一

時
か
ら

福
祉
セ

ン
タ
ー

場
所ス

ポ

ツ

圃
オ
リ
エ
ン
テ

1
リ
ン

グ
大
会

日
時
三
月
四
日
(
日
)
小
雨
決
行

(
悪
天
候
の
時
は
十
一
日
)

集
合
場
所
長
崎
県
忠
霊
塔

受
付
時
間
午
前
九
時

t
九
時
三

十
分お

わ
び
と
訂
正

一
一
月
十
五
日
号
(
六
ペ
ー
ジ
)

で
オ
リ
エ

ン
テ
i
リ
ン
グ
大
会
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

日
時
を

間
違
い
三
月
四
日
(
日
)
を
三
月

三
日

〈
日
〉
と
し
て
い
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



締
切
三
月
二
十
日
(
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
)

第
一
次
試
験
三
月
十
八
日
(
日
)

※
詳
し
い
乙
と
は
市
人
事
課
へ

に
あ
り
ま
す
)

申
込
締
切
三
月
十
日
(
当
日
消

印
有
効
)

…oM協
抑
協
同
勢

け

い

ち

つ

啓

塾

テ
レ
ビ
の
朝
の
シ
ョ

l
番
組
も
の
の
ひ
と
つ
で
、
冬
眠
し
て
い

ん
で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
い
た
虫
や
ヘ
ピ
が
、
穴
か
ら
出
山

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
て
来
る
時
期
。
毎
年
三
月
六
日
ー

け
い
ち
つ

へ
今
日
は
啓
埜
。
穴
ご
も
り
し
て
ご
ろ
が
乙
の
日
に
あ
た
り
、
今

v

u

い
た
虫
が
は
い
出
し
て
来
る
季
年
は
三
月
六
日
。

ゾ
節
で
す
。
い
よ
い
よ
春
で
す
ね
'
一
乙
の
こ
ろ
は
所
に
よ
っ
て
は
イ

と
い
っ
た
ら
、
聞
い
て
い
た
ま
だ
真
冬
で
、
乙
の
あ
と
で
豪
J

H

一

子

供

が

、

雪

が

来

る

こ

と

も

多

い

の

で

す

山

「

ほ

ん

と

だ

ね

。

が

、

雪

の

な

い

と

こ

へ

~

一

さ

つ

き

流

し

の

と

こ

ろ

で

は

、

た

し

か

に

-

V

ろ
に
ゴ
キ
ブ
リ
が
顔
一

¥JJ
虫
な
ど
が
動
き
は
じ
一
日

一

出

し

て

た

よ

」

一

⑤

い

や

m
A
w
め
ま
す
。

と
い
っ
た
と
か
。

K
1
1

そ
れ
に
し
て
も
啓
山

b

J

-

自
然
に
目
を
向
け

A

d

萱
の
文
字
は
む
ず
か
川

一
る
こ
と
が
少
な
く
な

AF

P
μ
?
し
い
。
塾
は
虫
が
土
V

;

・

・
.
っ
た
最
近
の
生
活
で

'
f
Lパ
0
1
中
に
こ
も
る
こ
と
。

V

は
、
虫
と
い
え
ば
ゴ

F
1
う

b
h
徳
川
時
代
の
武
士
の
一

a-グ
h
O
Z
J
Y
-
4

嗣

ち

つ
き
ょ

J

キ
ブ
り
な
ど
を
す
ぐ

Jt
7
h
刑
罰
に
、
畳
居
と
い
い

ん

連

想

す

る

の

も

む

り

う

の

が

あ

っ

た

の

を

九

八

な

い

の

か

も

し

れ

ま

ど

存

じ

で

し

ょ

う

。

~
せ
ん
。
暖
房
が
行
き
わ
た
っ
て
乙
れ
は
虫
の
冬
眠
み
た
い
に
家
-
H

U

ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
が
ビ
ル
や
家
の
の
中
で
謹
慎
し
て
い
る
乙
と
で
h

u

中
で
越
冬
す
る
よ
う
に
な
っ
て
す
。

令

一H

J

季
節
感
が
う
す
れ
て
し
ま
い
ま
啓
は
ひ
ら
く
で
、
穴
を
ひ
ら
J

.

し

た

。

い

て

出

て

来

る

と

い

う

乙

と

で

い

啓

塾

は

、

年

を

二

十

四

の

節

す

。

~

ー
気
に
わ
け
て
季
節
を
あ
ら
わ
す

(8) 

事

藁

-
公
正
取
引
委
員
会

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

り

-
竹
松
団
地
一
般
分
譲

-ガ
l
ル
・
ス
カ
ウ
ト

長
崎
フ
団
(
大
村
)
団
員

おおむ

住
宅
購
入
者

資
格
県
庁
所
在
地
(
長
崎
市
)

か
ら
一
時
間
半
以
内
の
地
域
に

住
む
二
十
歳
以
上
の
婦
人

仕
事
。
年
八
回
程
度
の
ア
ジ
ケ

ー
ト
へ
の
回
答

。
消
費
者
の
立
場
か
ら
の
要
望
・

情
報
・
意
見
の
随
時
提
出

。
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
二
回
予

定
)
へ
の
出
席

任

期

四

月

l
来
年
三
月
末
ま
で

謝
礼
年
額
一
万
千
百
円

応
募
方
法
所
定
の
用
紙
で
申
込

む
乙
と
(
募
集
要
綱
、
申
込
書

は
市
商
工
観
光
課
、
県
生
活
課

田

市

職

員

(
住
宅
金
融
公
庫
・
性
宅
ロ
ー

ン
付
)

グ
ル

l
六
活
動
の
中
で
社
会
性

を
養
い
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

の
ば
し
、
よ
さ
社
会
人
と
な
る
少

女
の
育
成
を
目
的
と
し
て
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
・
人
員

新
年
度
の

一
年
生
六
人

二
年
生

五
人

申

込

先

ガ

l
ル
・
ス
カ
ウ
ト
長

崎
七
回
(
中
央
公
民
館
内
宮

②
|
四
一
一
一
一
一
一
)
へ

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

レ

た

一

井
川
末
太
郎
(
植
松
一
丁
目
・
木
郷
・
亡
父
俊
蔵
)
辞
書
な
ど
一

一

一
書
一典

遷

し

一
敬
称
略

亡
母
コ
メ
)
五
万
円
マ
椎
葉
十
万
円
相
当
の
品
を
黒
木
小
学
-

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

-

ヒ
サ
(
杭
出
津
郷

・

亡

夫

実

次

)

校

へ

一

一V
山
泌
正
雄
(
武
部
郷

・
亡
妻

三

一

一
ム
メ
)

三一万
円

マ
樫
山
者
月

三

万

円

一

一
撃
寄
付

一
敬

称

略

一

一
(
心
的
の
原

一

丁

目

・

亡

長

女

千

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

一
香
)
一
万
五
千
円

マ
小
浪

初

マ

一
瀬
前
次
(
池
田
一

丁
目
・

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
一

一
三
郎
(
杭
山
作
一
丁
目
・

亡
妻

亡
義
母
貞
包
ハ
ル
)
五
万
円
を
三
万
六
百
十
九
円
を
大
村
子
供
一

一
キ
ン
)
五
万
円
マ
井
川
台
市
必
辛
口
荘
へ

V
永
吉
俊
雄

(
黒

の

家

へ

一

職

種

看

護

婦

受
験
資
格
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
に
よ
る
厚
生
大
臣
の
免
許

証
を
有
す
る
人
(
三
月
に
行
わ

れ
る
予
定
の
国
家
試
験
に
合
格

し
取
得
見
込
の
人
を
含
む
)
で

昭
和
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
女
子

担
い
用
条
件
市
内
に
居
住
ま
た
は

探
用
後
居
住
で
き
る
人

申
込
期
間
三
月
五
日

t
三
月
十

五
日
ま
で

募
集
戸
数
回
戸
(
木
造
一
戸
建
)

〔
土
地
面
積
〕
平
均
一
二
五
d

〔
詮
物
面
積
〕
平
均
六
四
・
七

一而・

:
3
D
K

〔
譲
渡
予
定
価
格
〕
平
均
千
七

市政だより

十
万
円

〔
住
公
借
入
金
〕
平
均
四
百
五

十
万
円

〔
住
宅
ロ

l
ン
〕
平
均
四
百
五

昭和54年 3月 1日
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十
万
円

〔
自
己
資
金
予
定
額
〕
平
均
百

七
十
万
円三

月
十
五
日

午

後

受
付
日
時

一
時

l
三
時
ま
で

親
和
銀
行
駅
前
支
庖

受
付
場
所

三
月
下
旬

※
詳
し
く
は
長
崎
県
住
宅
供
給
公

社
分
譲
課
(
長
崎
市
元
船
町
一

七
一
、
大
波
止
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
六
階
、

曾
長
崎
⑫
|
一
二

五
一
)
へ

入
房
予
定
時
期
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